
あしたか地域包括支援センター　認知症ケアに関する映画上映会
ドキュメンダノー映画

「ぼけますから、よろしくお願いします。」
▼　、　ヾ　｝　′■・ヽ　■　●　●　●　▲　▲　●　ヽ　●　ト　u i　　●　■　　■　t　　■　J　・　●　■　■　▲　～　■　■　ホ　モt t　で　一　才　■　■　ヽ　●　γ　1　こ・　㌣　▲　・ヽ

愛鷹地区で過去に一度上映会を行っている映画ですが、今回3年ぶりの再上映を企画しました。

将来ご自分やご家族・ご友人に起こるかもしれない「自分事」として、認知症ケアについて知って

いただく機会になれば幸いです。

令和5年9月2日（土）13：30～15：30

愛鷹地区センター　大会議室　開場13：10～

愛鷹地区の在住の方ならどなたでも定員40名（申込みが必要です。）

藍文詣諾雷雲貰き漂誓慧董悪書糾静で吉
舎柳元年度

ぼけますから、踊
聖聖二竺浅み上目鍼かパノ上皇

広島県呉市。泣きながら振った1200rYlの記録

ほ；言霊こ霊芝苧あ糾。
広島県共布。この街で生まれ育った「私」

（監督・侶友直子）は、ドキュメンタリー

制作に携わるテレビディレクター。18歳で

大学進学のために上演して以来、40年近

く東京違らしを綴けている。結婚もせず仕

中に没頗するひとら娘を、両親は遠くから

静かに見守っている。

そんな「私」に45歳の時、乳がんが見

つかる。めそめそしてはかりの娘を、ユー

モアたっぶちの愛情で支える呼。母の助

けで人生最大の危機を乗り越えた「私」は、

父と呼の記録を掩　始める。だが、フ丁イ

ンダーを通し、「私」は少しずつ母の変化

に気づき始めた

病気に蔽画し苦悩する呼。95歳で初め

てリンゴの皮をむく父〆仕事を蛤で喪家に

帰る決心がつかず揺れる「私」に父は言う。

「（介護は）わしがやる。あんたはあんたの

仕啓セせい」。そして「私」は、両親の記録

を擦ることが自分の使命だと思い始め－

ほ霊芝芸忌諾ドキュメン列‾・
姐である「私」の視点から、認知症の

患者を抱えた家族の内側を丹念に措いた

Fキュノンタワー。2016年9月にフジテレビ

／関西テレビ「Mf．サンデー」で2j射二わ

たか持集きれ、火反鬱々呼んだ。その後、

継親取材を行い、2017年10月に8Sフジ

で放送されると、視聴者から再放送の希

望が殺到。本作は、その番組をもとに、

追加取材と再群集を行った完全版である。

娘として手をさしのべつつも、制作者とし

てのまなざしを愛する両親にまっすぐに向

けた意欲作。
こちらのQRコードから

も申込みできます

申込み・問合せ　あしたか地域包括支援センター

三055－967－2988（月～土　8～17時）


